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【研修指定病院における状況】

研修指定病院数 13

あり なし ％（あり）

院内保育 6 7 46.2%

病児保育 2 11 15.4%

病後児保育 3 10 23.1%



No 施設名
種別

（研修病院orその他施設）

院内保育

（有or無）
定員

入園待ち

（有or無）

医師の利用

（可or不可）

病児保育

（有or無）

予約

（必要or不要）
定員

年間利用

人数

医師の利用

（可or不可）

病後児保育

（有or無）

医師の利用

（可or不可）

1 青森県立中央病院 研修病院 有 57 無 可 無 有 可

2 青森市民病院 研修病院 無 無 無

3 弘前大学医学部附属病院（弘前大学保育園） 研修病院 有 50 有 可 無 無

4 独立行政法人国立病院機構弘前病院 研修病院 有 39 無 可 無 無

5 津軽保健生活協同組合健生病院 研修病院 無 無 無

6 黒石市国民健康保険黒石病院 研修病院 無 無 無

7 つがる西北五広域連合つがる総合病院 研修病院 無 無 無

8 八戸市立市民病院 研修病院 有 75 有 可 有 必要 6 延べ217 可 有 可

9 八戸赤十字病院 研修病院 無 無 無

10 独立行政法人労働者健康安全機構青森労災病院研修病院 無 無 無

11 十和田市立中央病院 研修病院 有 15 無 可 無 無

12 一般事務組合下北医療センターむつ総合病院 研修病院 無 無 無

13 三沢市立三沢病院（竹の子保育園） 研修病院 有 30 有 可 有 不要 3 10 可 有 可

院内保育 病児保育 病後児保育



八戸市立市民病院
院内保育園「いちょうの樹」

～病児・病後児保育について～



まずはじめに・・・「いちょうの樹」保育園をご紹介♪



「いちょうの樹」はどんな保育園？①
（1）開 所 日 平成27年9月14日

（2）事業形態 認可外保育（指導監督基準を満たす認可外施設）

（3） 総事業費 約１億７千万円（補助金４千万円）

（4）委託業者 株式会社 アイグラン

（5）定 員 75名(H31.4)

※30名（H27.9）⇒50名（H29.4）⇒60名（H30.4）

（6） 受入対象年齢 乳幼児（生後8週から就学前まで）

（7） 利用対象児童 当院職員が保護者である乳幼児

※臨時的任用の職員にあっては、医師に限る。

（8） 保 育 日 年中無休（保育所利用のない日は閉所）



保育サービス 保育料等 時間等 備 考

通常保育

41,500 円／月
（3歳未満）

31,000 円／月
（3歳以上）

午前7:00～

午後7:30

※第2子（3歳未満）20,700円
第2子（3歳以上）15,500円

※第3子以降（3歳未満）10,000円
第3子以降（3歳以上）7,500円

※食事（1食分）・おやつ代含む

延長保育 30分につき 100円
午後7:30～

午後8:30

※日勤者は午後7:30以降、
準夜勤・深夜勤者は午前10:00以降

夜間保育 基本月額に含む
午後7:30～
午前10:00

※週3回（火曜・水曜・木曜）

病児
・病後児保育

基本月額に含む
午前7:00～

午後7:30

※夜間はなし
※受け入れ限度あるため申込順

一時保育
1回につき

2,500円

午前7:00～

午後7:30

※月額利用者以外の人
※夜間はなし
※昼食・おやつ代含む

給食代
朝食 200円
夕食 300円

※2食目以降の分として徴収



「いちょうの樹」はどんな保育園？②

職種 人数(人) 割合（％) 備 考

医師 9 12.2% 男性医師3名（児5名）、女性医師2名（児3名）、研修医1名（児1名）

看護師 52 70.3%
コメディカル 9 12.2% 薬剤師2名、放射線技師4名、検査技師3名

事務 4 5.4% 事務員1名、診療情報管理士1名、社会福祉士2名

計 74

◎ 職種別園児数(月極) 2019年10月1日時点

◎ 2019年9月利用実績

月極保育：74人…5歳児(1)、4歳児（10）3歳児(14)、2歳児(25)、1歳児(15)、0歳児(9)

一時保育：4人

夜間保育（火・水・木）：延べ46人（実人数12人）

病児・病後児保育：延べ12人（実人数4人）



「いちょうの樹」はどんな保育園？③
◎ 職員数（2019年10月1日時点）

職種 人数 備考

園長 1名

保育士 20名 （常勤8名、非常勤12名）

栄養士 2名 （常勤）

調理員 1名

看護師 4名 （常勤2名、非常勤2名）

28名



病児・病後児保育について

看護師お手製
おもちゃだ
ニャー



病児・病後児保育について①
◎病児保育施設を利用できる場合

当面症状の急変は認められないが、病気の回復期に至ってないことから（病後児の

場合は、病気の回復期）、集団保育が困難であり、かつ保護者の勤務等の都合により

家庭で看護を行うことが困難な児童が対象。

※感染性の高い疾患については対応しかねます。（麻疹、風疹、水痘、インフルエンザ等）

◎定員及び対象年齢

・定員 最大６名

・対象年齢 ０歳児から概ね6歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児

◎部屋数及び職員配置

・部屋数 隔離室2室、安静室1室

・職員配置（常時） 保育士2名、看護師1名



病児・病後児保育について②
◎利用手続き

・事前に市民病院事務局にて児童登録が必要。

・かかりつけ医を受診し、病児保育室の利用が可能であるか確認。

利用が可能な場合、「八戸市立市民病院院内・病児保育施設利用連絡票」に症状を

記入してもらい、事前に電話で予約が必要。（空き状況により当日の利用可。）

◎利用時間

・午前7：00～午後7：30

◎病児保育を利用の場合

・ 「八戸市立市民病院院内・病児保育施設利用連絡票」（かかりつけ医記入）

・入室時情報記入用紙・薬投与依頼書・当日服用分の薬・薬事情報提供書

※状態の悪化等により市民病院を受診する場合あり。



病児・病後児保育の登録状況
◎2019年10月現在の登録状況（月極利用者含む）

職種 人数 割合

医師（研修医含む） 17名 12.3％

看護師 94名 68.1％

コメディカル 17名 12.3％

事務職 10名 7.2％

計 138名



2018年度の病児保育利用実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事務 0 4 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0

コメディカル 4 12 9 1 0 3 0 4 4 2 0 0

看護師 19 19 7 19 7 14 10 17 13 14 18 0

医師 6 3 6 11 0 3 1 0 0 2 1 2
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病児・病後児保育の取り組み①
◎病児・病後児室

・感染症対策のため、陰圧の環境にできる部屋となっている。

・1時間毎に室内の温度・湿度を記録し、環境も整備している。

▲安静室（手前）と隔離室2室（奥） ▲病児室内に設置している浴槽 ▲病児室内のトイレ



病児・病後児保育の取り組み②
◎保育指導案

通常の保育室と同様、毎月保育指導計画案を作成し、児の体調に合わせた教育・活動・

食育を行い、毎日と月末に評価・反省を行っている。



病児・病後児保育の取り組み③
◎病児日誌・医務室

利用日誌

利用があった際には

必ず体調の変化、活動

の様子、水分摂取量や

食事・おやつの量など

を記録した日誌をつけ、

保護者にも報告をして

いる。



病児・病後児保育の取り組み④
◎給食の提供

利用時の体調に合わせて、

栄養士と相談しながら、ご

飯を軟飯に変更したり、お

やつを喉ごしの良いをゼ

リーにしたりと工夫してい

る。

※イオン水は常備している

ため、水分補給などもこま

めに行うようにしている。

感染予防のため、エプロンは
使い捨てのものを使用



病児・病後児保育設置のメリット
・市内で病児・病後児保育を行っている施設は少ないため、職員のニーズは高い。

（通常保育と同様、朝7：00から利用できる点も良い。）

・空き状況により、当日の利用も可能であるため、急病にも対応してもらえる。

（午前10時までの予約で、昼食の提供も可能。）

・月極利用者は追加料金が発生しないため、利用しやすい。

・病院の敷地内にあるため、仕事の休憩時間に児の様子も見に行くことができ、

安心感がある。



病児・病後児保育の課題
・常時看護師がいるものの、小児科医の巡回は行えていない状況であり、

児の体調が変化した場合、急患を受診した方が良いのか判断に悩むことが

あるため、小児科医とオンラインもしくはＰＨＳ等で連絡をとり、相談を

行える体制を整えていきたい。



ご清聴ありがとうございました・・・♪

八戸市立市民病院 院内保育園「いちょうの樹」



相談窓口事業について
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※各年度の合計は医師相
談、保育相談及び出張
相談の合計

※相談件数はH２７年度
をピークに減少している



• 病児保育の情報

• 保育施設に関する情報

• ベビーシッターに関する情報

• 保育園定員増加の要望

• 院内保育に要望

• 病児保育の要望

• 院内保育の充実について

• 復職研修と家事・育児の両立の相談

保育相談関係



退職予定のため、常勤医師の募集
女性医師の再就業斡旋について
ご主人転勤による再就職相談

開業にあたり医師国保等制度について知りたい
臨床研修期間延長後の専門科の選択と入局について

・当直体制について
・進路と働き方について
・転職について
・同僚の医師の退職による負担増加について
・キャリアの積み方について
・ターミナルの患者との接し方について
・専門医制度が変わる不安について
・結婚後仕事を続けることに対する上司の理解
・育児休業からの復帰について
・夫婦で別の病院に働くことについて

就業相談関係

求人・求職

制度

働き方

結婚後の
働き方



• 家事をしてくれる家政婦とシッター紹介
• 子どもの送迎について

• 妊娠中の業務での感染リスクについて

• 育児休暇の取得について

• 親の介護、家族関係について

• 勤務と育児・家庭の両立について
• 女性外科医の結婚について

• 県内の女性医師の現状について

• 勤務先の設備の不満について

• 給与について

• 産休による他の医師の負担について

出産・育児・
その他相談関係



チラシや県医師会ガイドブックの配布
・臨床研修病院訪問
・医学生・研修医向けのセミナー etc…

医師会報へ掲載

隔月発行のニュースレターに掲載

医師相談窓口のチラシニュースレター「赤いりんご」



まとめ
• 相談件数が少ない

求職者がほとんどいない

• 問題解決が難しい相談

勤務先の体制・制度への介入が困難

• 参考意見・不満を聞くだけの相談

• 必要な情報を収集し提供している


